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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の通信システムから、公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）のリストに基づ
いて第１の通信システムのセルを獲得するために、サービスを探索し、前記第１のシステ
ムについてサービスが発見されない場合には、前記ＰＬＭＮのリストに基づいて、第２の
通信システムのサービスの探索を実行し、前記第２の通信システムの探索結果に含まれる
ラジオ周波数（ＲＦ）チャネルのリストを取得し、前記ＲＦチャネルのリストに基づいて
、少なくとも１つの周波数領域を決定し、前記第１の通信システムの周波数スキャンから
、前記少なくとも１つの周波数領域を省いて、前記第１の通信システムに対する周波数ス
キャンを実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続され、前記少なくとも一つのプロセッサで使用
されるためのデータおよびプログラムコードを格納するメモリと
を備え、
　前記周波数スキャンは、粗周波数スキャンを行い、受信電力測定値を取得し、前記受信
電力測定値を降順にソートし、この順に更に対応する精細周波数スキャンを行うことによ
って実行される装置。
【請求項２】
　前記メモリは、以前にサービスを受信した前記第１の通信システム内のネットワークを
格納するように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の通信システムからサービスを探索する
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ために、前記第１の通信システム内のネットワークのうちの少なくとも１つの獲得を実行
するように構成された請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２の通信システムの探索中に、前記第２の通信システムにおけるサービスが発見
されないのであれば、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のシステムの周波数
スキャンを実行するように構成された請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２の通信システムの探索中に、前記第２の
通信システムについて検出されたラジオ周波数（ＲＦ）チャネルのリストを取得し、前記
第１の通信システムの周波数スキャンから、前記ＲＦチャネルのリストを省くように構成
された請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のシステムの探索を実行した後であって
、前記第１のシステムの周波数スキャンを実行する前に、前記第１の通信システムからサ
ービスを再び探索するように構成された請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の通信システム内の少なくとも１つのネ
ットワークを識別し、前記少なくとも１つのネットワークからサービスを探索し、前記少
なくとも１つのネットワークのうちの何れにおいてもサービスが発見されないのであれば
、前記第２の通信システムの探索を実行するように構成された請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのネットワークは、前記第１の通信システム内の、以前にサービス
が受信されたネットワークを備える請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の通信システムにおいてサービスが発見
されず、前記第１の通信システムが、指定された周波数帯域上で動作しているのであれば
、前記第２の通信システムの探索を実行するように構成された請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記指定された周波数帯域は、複数の通信システムが動作する混み合った周波数帯域で
ある請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の通信システムの１または複数の周波数
帯域を識別し、前記第１の通信システムの１または複数の周波数帯域に対応する少なくと
も１つの周波数帯域を求めて第２の通信システムの探索を実行するように構成された請求
項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の通信システムは広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）システムであり、
前記第２の通信システムは、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）システムである請
求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）システムから、公衆陸上モバイルネットワー
ク（ＰＬＭＮ）のリストに基づいて前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムのセルを獲得するために、
サービスを探索し、前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムについてサービスが発見されなかった場合
、前記ＰＬＭＮのリストに基づいて、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）システム
のサービスの探索を行い、前記ＧＳＭシステムの探索結果に含まれるラジオ周波数（ＲＦ
）チャネルのリストを取得し、前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムの周波数スキャンから前記ＲＦ
チャネルのリストを省いて、前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムの周波数スキャンを実行するよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続され、前記少なくとも一つのプロセッサで使用
されるためのデータおよびプログラムコードを格納するメモリと
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を備え、
　前記周波数スキャンは、粗周波数スキャンを行い、受信電力測定値を取得し、前記受信
電力測定値を降順にソートし、この順に更に対応する精細周波数スキャンを行うことによ
って実行される装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記Ｗ－ＣＤＭＡシステムの少なくとも１つのＷ
－ＣＤＭＡネットワークを識別し、前記少なくとも１つのＷ－ＣＤＭＡネットワークから
のサービスを探索し、前記少なくとも１つのＷ－ＣＤＭＡネットワークの何れにおいても
サービスが発見されないのであれば、前記ＧＳＭシステムの探索を実行するように構成さ
れた請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　第１の通信システムから、公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）のリストに基づ
いて第１の通信システムのセルを獲得するために、サービスを探索し、前記第１の通信シ
ステムの獲得を実行することと、
　前記第１の通信システムについてサービスが発見されなかった場合、前記ＰＬＭＮのリ
ストに基づいて、第２の通信システムのサービスの探索を実行することと、
　前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行することと
を備え、
　前記第１の周波数スキャンを実行することは、
　　前記第２の通信システムの探索結果に含まれるラジオ周波数（ＲＦ）チャネルのリス
トを取得することと、
　　前記第１の通信システムの周波数スキャンから前記ＲＦチャネルのリストを省いて、
前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行することと
を備え、
　前記周波数スキャンは、粗周波数スキャンを行い、受信電力測定値を取得し、前記受信
電力測定値を降順にソートし、この順に更に対応する精細周波数スキャンを行うことによ
って実行される方法。
【請求項１５】
　前記第１の通信システムの獲得を実行することは、
　前記第１の通信システムにおける少なくとも１つのネットワークを識別することと、
　前記第１の通信システムからサービスを探索するために、前記少なくとも１つのネット
ワークの獲得を実行することとを備え、
　前記第２の通信システムの探索は、前記少なくとも１つのネットワークの何れにおいて
もサービスが発見されない場合に実行される請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２の通信システムの探索を実行することは、
　前記第１の通信システムにおいてサービスが発見されず、前記第１の通信システムが、
指定された周波数帯域上で動作している場合、前記第２の通信システムの探索を実行する
ことを備える請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行することは、
　前記第２の通信システムの探索中に、前記第２のシステムのサービスが発見されないの
であれば、前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行することを備える請求項１４
に記載の方法。
【請求項１８】
　第１の通信システムから、公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）のリストに基づ
いて第１の通信システムのセルを獲得するために、サービスを探索し、前記第１の通信シ
ステムの獲得を実行する手段と、
　前記第１の通信システムについてサービスが発見されなかった場合、前記ＰＬＭＮのリ
ストに基づいて、第２の通信システムのサービスの探索を実行する手段と、
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　前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行する手段と
を備え、
　前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行する手段は、
　　前記第２の通信システムの探索結果に含まれるラジオ周波数（ＲＦ）チャネルのリス
トを取得する手段と、
　　前記第１の通信システムの周波数スキャンから前記ＲＦチャネルのリストを省いて、
前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行する手段と
を備え、
　前記周波数スキャンは、粗周波数スキャンを行い、受信電力測定値を取得し、前記受信
電力測定値を降順にソートし、この順に更に対応する精細周波数スキャンを行うことによ
って実行される装置。
【請求項１９】
　前記第１の通信システムの獲得を実行する手段は、
　前記第１の通信システムにおける少なくとも１つのネットワークを識別する手段と、
　前記第１の通信システムからサービスを探索するために、前記少なくとも１つのネット
ワークの獲得を実行する手段とを備え、
　前記第２の通信システムの探索は、前記少なくとも１つのネットワークの何れにおいて
もサービスが発見されない場合に実行される請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の通信システムの探索を実行する手段は、
　前記第１の通信システムにおいてサービスが発見されず、前記第１の通信システムが、
指定された周波数帯域上で動作している場合、前記第２の通信システムの探索を実行する
手段を備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行する手段は、
　前記第２の通信システムの探索中に、前記第２のシステムのサービスが発見されないの
であれば、前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行する手段を備える請求項１８
に記載の方法。
【請求項２２】
　プロセッサ読取可能媒体であって、無線デバイスにおいて、
　第１の通信システムから、公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）のリストに基づ
いて第１の通信システムのセルを獲得するために、サービスを探索し、前記第１の通信シ
ステムの獲得を実行し、
　前記第１の通信システムについてサービスが発見されなかった場合、前記ＰＬＭＮのリ
ストに基づいて、第２の通信システムのサービスの探索を実行し、
　前記第２の通信システムの探索結果に含まれるラジオ周波数（ＲＦ）チャネルのリスト
を取得し、
　前記第１の通信システムの周波数スキャンから前記ＲＦチャネルのリストを省いて、前
記第１の通信システムの周波数スキャンを実行する
ように実施可能な命令を格納し、
　前記周波数スキャンは、粗周波数スキャンを行い、受信電力測定値を取得し、前記受信
電力測定値を降順にソートし、この順に更に対応する精細周波数スキャンを行うことによ
って実行されるプロセッサ読取可能媒体。
【請求項２３】
　前記第１の通信システムにおける少なくとも１つのネットワークを識別し、
　前記第１の通信システムからサービスを探索するために、前記少なくとも１つのネット
ワークの獲得を実行する
ように実施可能な命令を更に格納し、
　前記第２の通信システムの探索は、前記少なくとも１つのネットワークの何れにおいて
もサービスが発見されない場合に実行される請求項２２に記載のプロセッサ読取可能媒体
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。
【請求項２４】
　前記第１の通信システムにおいてサービスが発見されず、前記第１の通信システムが、
指定された周波数帯域上で動作している場合、前記第２の通信システムの探索を実行する
ように実施可能な命令を更に格納する請求項２２に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【請求項２５】
　前記第２の通信システムの探索中に、前記第２のシステムのサービスが発見されないの
であれば、前記第１の通信システムの周波数スキャンを実行するように実施可能な命令を
更に格納する請求項２２に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、通信に関し、更に詳しくは、無線通信ネットワークを検出するため
にシステム探索を実行する技術に関する。
【０００２】
　本特許出願は、本願の譲受人に譲渡され、参照によって本明細書に組み込まれている２
００５年８月３１日出願の"SERVICE REQUEST PROCEDURE DESCRIPTION AND CHANGES REQUI
RED TO SPEED UP ENTRY INTO SERVICE"と題された米国出願番号６０／７１３，５０７号
と、２００５年８月１８日出願の"FREQUENCY SCAN OPTIMIZATIONS FOR CROWDED BANDS OF
 SERVICE"と題された米国仮出願番号６０／７０９，６４４号に対する優先権を主張する
。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信ネットワークは、例えば音声、パケットデータ、ブロードキャスト、メッセー
ジ等のような様々な通信サービスを提供するために広く展開している。これらの無線ネッ
トワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することにより、多数のユーザのた
めの通信をサポートすることができる。そのような無線ネットワークの例は、符号分割多
元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、および周
波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワークを含んでいる。これらの無線ネットワークは
、例えば広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、ｃｄｍａ２０００、グローバル移動体通信シ
ステム（ＧＳＭ）等、当該技術で知られた様々なラジオアクセス技術（ＲＡＴ）を利用し
うる。
【０００４】
　端末は、例えばＷ－ＣＤＭＡネットワークとＧＳＭネットワークとのように、異なる無
線ネットワークと通信することができる。端末は、一般に、電源が投入されると、端末が
サービスを取得することができる無線ネットワークを検出するために、システム探索を実
行する。システム探索は、無線ネットワークからサービスを取得するために、必要に応じ
て、探索および獲得を実行することを要する。システム探索の場合、端末は先ず、端末が
過去にサービスを取得した無線ネットワークのうちの１つを獲得することを試みる。この
獲得に失敗した場合、端末は、端末がサービスを取得することができる無線ネットワーク
を発見するために、周波数帯域にわたって周波数スキャンを実行する。周波数スキャンは
、無線ネットワークが動作するそれぞれの周波数において獲得を試みる必要がある。与え
られた周波数帯域において、多くの周波数が存在しうるので、多くの無線ネットワークが
動作しうる混み合った周波数帯域の場合、周波数スキャンは、例えば分オーダ程度の多大
な時間を浪費しうる。周波数スキャンが長くなると、サービスの取得時における遅延も長
くなり、極めて望ましくない。
【０００５】
　従って、サービスをより迅速に取得するために、システム探索を効率的に実行するため
の技術に対するニーズが当該技術にある。
【発明の開示】
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【０００６】
　無線通信システムからサービスをできるだけ迅速に取得するために、効率的にシステム
探索を行なうための技術が本明細書で記述される。端末は、例えばＷ－ＣＤＭＡシステム
およびＧＳＭシステムである２つのシステムのような複数のシステムのうちの１つからサ
ービスを受信することができる。第１のシステム（例えば、Ｗ－ＣＤＭＡ）は、第２のシ
ステム（例えば、ＧＳＭ）よりも好適でありうる。しかしながら、（例えば、Ｗ－ＣＤＭ
ＡまたはＧＳＭの何れか一方のような）任意のシステムからできる限り迅速にサービスを
取得することが望ましい。好適なシステムに対する周波数スキャンは、長い時間を要する
かもしれない。本明細書で記述された技術は、第１のシステムの周波数スキャンを行なう
前に、任意のシステムからサービスを得ることを試みる。更に、第１のシステムの周波数
スキャンは、第１のシステムが恐らく発見されない周波数領域がスキャンされないように
、第２のシステムの情報を用いて行われる。この制限された周波数スキャンは、スキャン
時間を実質的に縮小することができる。
【０００７】
　実施形態では、端末は先ず、第１のシステムからのサービスを探索する。端末は、第１
のシステムにおける１または複数のネットワークからなるリストを生成する。このネット
ワークは、端末が過去にサービスを受けたネットワークでありうる。端末は、第１のシス
テムからのサービスを探索するために、リスト内の各ネットワークについて獲得を実行す
る。第１のシステムに対してサービスが発見されない場合、端末は、第２のシステムに対
する探索を実行する。第２のシステムについてサービスが発見された場合、端末は、第２
のシステムからサービスを取得し、第１のシステムに対する周波数スキャンを回避する。
そうでない場合、端末は、第２のシステムに対する探索結果を用いて、第１のシステムに
対する周波数スキャンを実行する。端末は、第２のシステムについて検出されたラジオ周
波数（ＲＦ）チャネルのリストを取得し、これらＲＦチャネル、および、恐らくはこれら
ＲＦチャネルの周囲のその他幾つかのＲＦチャネルを、第１のシステムに対する周波数ス
キャンから省くことができる。
【０００８】
　本発明の様々な局面および実施形態が、以下に更に詳細に記載される。
【０００９】
　本発明の機能および特徴は、全体を通じて同一の参照符号が対応して識別している図面
と連携された場合、以下の詳細記載から明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　「典型的」（exemplary）という用語は、本明細書では、「例、事例、または例示とし
て役立つ」ことを意味するために使用される。本明細書で「典型的」と記載される何れの
実施形態または設計も、他の実施形態または設計よりも好適であるとか有利であるとか必
ずしも解釈される必要はない。
【００１１】
　本明細書で記述されたシステム探索技術は、例えばＷ－ＣＤＭＡシステム、ＧＳＭシス
テム、およびｃｄｍａ２０００システムのような様々な無線通信システムに使用すること
ができる。システムは、例えばＷ－ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、ｃｄｍａ２０００、またはその他
幾つかのラジオアクセス技術ＲＡＴのような特定のＲＡＴによって特徴付けられる。シス
テムは、任意の数のネットワークを含みうる。ネットワークオペレータ／サービスプロバ
イダは、１または複数のＲＡＴのため、１または複数のシステムを展開しうる。明瞭さの
ため、このシステム探索技術は、Ｗ－ＣＤＭＡおよびＧＳＭについて以下に記載する。
【００１２】
　図１は、ＧＳＭネットワーク１１０およびＷ－ＣＤＭＡネットワーク１２０を含む構成
１００を示す。ＧＳＭは、音声サービスを提供することができる第二世代（２Ｇ）ラジオ
アクセス技術であり、媒体レートパケットデータサービスに乏しい。Ｗ－ＣＤＭＡは、例
えば高いデータレート、音声とデータとの同時通話等のような高度なサービスや機能を提
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供することができる第三世代（３Ｇ）ラジオアクセス技術である。ＧＳＭネットワーク１
１０およびＷ－ＣＤＭＡネットワーク１２０は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケー
ションシステム（ＵＭＴＳ）ネットワークの一部でありうる。ＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡ
は、公的に利用可能な「第三世代パートナシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名の
コンソーシアムからのドキュメントに記載されている。
【００１３】
　ＧＳＭネットワーク１１０は、ＧＳＭネットワークの有効範囲領域内の端末と通信する
基地局１１２を含んでいる。基地局は、端末と通信し、ノードＢ、基地トランシーバ局（
ＢＴＳ）、アクセスポイント等とも称されうる固定局である。モバイル交換局（ＭＳＣ）
１１４は、基地局１１２と接続しており、これらの基地局に調整と制御を提供する。Ｗ－
ＣＤＭＡネットワーク１２０は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークの有効範囲領域内の端末と通
信する基地局１２２を含んでいる。ラジオネットワークコントローラ（ＲＮＣ）１２４は
、基地局１２２に接続しており、これらの基地局に調整と制御を提供する。ＲＮＣ１２４
は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークとＧＳＭネットワークとの間の相互動作をサポートするた
めにＭＳＣ１１４と通信しうる。無線ネットワークは一般に、多くのセルを含んでいる。
ここで用語「セル」は、この用語が用いられる状況に応じて、基地局、または基地局の有
効範囲領域を指すことができる。以下の記載では、基地局１１２はＧＳＭセルとも呼ばれ
、基地局１２２はＷ－ＣＤＭＡセルとも呼ばれる。
【００１４】
　マルチモード端末１５０（例えば、デュアルモードセルラ電話）は、任意の所定の瞬間
において、一般には１つの無線ネットワークであるが、ＧＳＭネットワーク１１０やＷ－
ＣＤＭＡネットワーク１２０と通信することができる。この機能によって、ユーザは、同
じ端末を用いて、Ｗ－ＣＤＭＡのパフォーマンス利点と、ＧＳＭの有効範囲利点とを得る
ことができる。端末１５０は、固定式または移動式であり、ユーザ機器（ＵＥ）、モバイ
ル局（ＭＳ）、モバイル機器（ＭＥ）等とも称される。端末１５０は、セルラ電話、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線通信デバイス、加入者ユニット等でありうる。
【００１５】
　ＧＳＭネットワーク１１０およびＷ－ＣＤＭＡネットワーク１２０は、同じまたは異な
る公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）に属しうる。ＰＬＭＮは、例えば、１また
は複数のＷ－ＣＤＭＡネットワーク、および／あるいは、１または複数のＧＳＭネットワ
ークのような１または複数の無線ネットワークを備えうる。ＰＬＭＮは、特定のモバイル
カントリコード（ＭＣＣ）および特定のモバイルネットワークコード（ＭＮＣ）によって
ユニークに識別される。与えられたＰＬＭＮのためのＷ－ＣＤＭＡネットワークおよびＧ
ＳＭネットワークは、オーバラップする有効範囲領域あるいはオーバラップしない有効範
囲領域を有しうる。多くのＰＬＭＮはまた、与えられた地理的領域において、異なるサー
ビスプロバイダによって展開されうる。
【００１６】
　端末１５０には、端末がサービスを受けることができる好適なＰＬＭＮのリストが提供
される。この好適なリストは、端末が加入しているサービスプロバイダによって提供され
うる。この好適なリストは通常、サービスプロバイダがローミング協定をしているホーム
ＰＬＭＮ（ＨＰＬＭＮ）およびその他のＰＬＭＮを含む。この好適なリストは、加入者識
別モジュール（ＳＩＭ）、ユニバーサルＳＩＭ（ＵＳＩＭ）、またはその他幾つかの不揮
発性メモリモジュール内に格納されうる。端末はまた、利用可能なＰＬＭＮのリストをも
保持しうる。利用可能なＰＬＭＮとは、端末が前のシステム探索中に発見したＰＬＭＮで
ある。この利用可能なＰＬＭＮのリストは、不揮発性メモリに格納されうる。
【００１７】
　ＰＬＭＮは、１または複数の周波数帯域において動作しうる。各ＰＬＭＮ内の無線ネッ
トワークはそれぞれ、一般に、特定の周波数帯域内の１または複数の特定の周波数におい
て動作する。テーブル１は、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークおよびＧＳＭネットワークのため
に共通して使用される周波数帯域をリストしている。
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【表１】

【００１８】
　Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは、テーブル１で与えられた周波数帯域のうちの何れか、ま
たはその他幾つかの周波数帯域において動作しうる。これらは集合的にＷ－ＣＤＭＡ帯域
と呼ばれる。Ｗ－ＣＤＭＡ帯域はそれぞれ、多数のＷ－ＣＤＭＡチャネルへ分割される。
ここで、Ｗ－ＣＤＭＡチャネルはそれぞれ５ＭＨｚからなる帯域幅を持つ。Ｗ－ＣＤＭＡ
チャネルの中心周波数は、２００ｋＨｚ毎に分離された離散的な周波数でありうる。した
がって、Ｗ－ＣＤＭＡチャネルは、５ＭＨｚずつ分離されている。そして、２００ｋＨｚ
の分解能で選択することができる中心周波数を有する。Ｗ－ＣＤＭＡチャネルはそれぞれ
、ＡＲＦＣＮ（絶対ラジオ周波数チャネル番号：absolute radio frequency channel num
ber）あるいはＵＡＲＦＣＮ（ＵＴＲＡ　ＡＲＦＣＮ）でありうる特定のチャネル番号に
よって識別される。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークは一般に、特定のＷ－ＣＤＭＡ帯域内の特
定のキャリア周波数である特定のチャネル番号で動作する。
【００１９】
　ＧＳＭネットワークは、テーブル１で与えられる周波数帯域のうちの何れか、またはそ
の他幾つかの周波数帯域で動作しうる。これら周波数は集合的にＧＳＭ帯域と称される。
ＧＳＭ帯域はそれぞれ、多くの２００ｋＨｚＲＦチャネルへ分割される。ＲＦチャネルは
それぞれ、特定のＡＲＦＣＮによって識別される。ＧＳＭ９００帯域は、１乃至１２４の
ＡＲＦＣＮをカバーし、ＧＳＭ１８００帯域は、５１２乃至８８５のＡＲＦＣＮをカバー
し、ＧＳＭ１９００帯域は、５１２乃至８１０のＡＲＦＣＮをカバーする。ＧＳＭネット
ワークは一般に、特定のＧＳＭ帯域におけるＲＦチャネルの特定のセット上で動作する。
【００２０】
　テーブル１に示すように、Ｗ－ＣＭＤＡネットワークおよびＧＳＭネットワークは、同
じ周波数帯域またはオーバラップする周波数帯域で動作しうる。例えば、Ｗ－ＣＤＭＡ帯
域ＩＩおよびＧＳＭ１９００帯域は、パーソナルコミュニケーションシステム（ＰＣＳ）
帯域に相当し、また、Ｗ－ＣＤＭＡ帯域ＩＩＩおよびＧＳＭ１８００帯域は、デジタルセ
ルラシステム（ＤＣＳ）帯域に相当する。以下に述べるように、同じ周波数帯域あるいは
オーバラップする周波数帯域における多数の無線ネットワークの動作は、Ｗ－ＣＤＭＡの
周波数スキャンを複雑にしうる。
【００２１】
　図２は、Ｗ－ＣＤＭＡおよびＧＳＭのための様々なレイヤを示す。Ｗ－ＣＤＭＡは非ア
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クセス層（ＮＡＳ）およびアクセス層（ＡＳ）を含んでいる。ＮＡＳは、Ｗ－ＣＤＭＡネ
ットワークがインタフェースするコアネットワークと端末との間のトラフィックおよびシ
グナリングをサポートする機能およびプロトコルを備える。ＡＳは、Ｗ－ＣＤＭＡネット
ワーク内のＲＮＣと端末との間の通信をサポートする機能およびプロトコルを備える。Ｗ
－ＣＤＭＡの場合、ＡＳは、ラジオリソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ、ラジオリンク制
御（ＲＬＣ）サブレイヤ、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ、および物理レイ
ヤを含んでいる。ＲＲＣはレイヤ３のサブレイヤである。ＲＬＣとＭＡＣとは、データリ
ンクレイヤとも呼ばれるレイヤ２のサブレイヤである。物理レイヤはレイヤ１とも呼ばれ
る。
【００２２】
　ＧＳＭも同様にＮＡＳとＡＳを含んでいる。ＧＳＭの場合、ＡＳは、レイヤ３における
ラジオリソース（ＲＲ）管理サブレイヤ、レイヤ２におけるＲＬＣサブレイヤおよびＭＡ
Ｃサブレイヤ、レイヤ１における物理レイヤを含んでいる。
【００２３】
　ＮＡＳ、ＲＲＣおよびＲＲは、通話の確立、維持、終了等を行うために、無線ネットワ
ークを探索するための様々な機能を実行する。簡潔のため、システム探索に関連する機能
のみを以下に述べる。
【００２４】
　システム探索の場合、ＮＡＳは、サービスを受ける最も好ましいＰＬＭＮを選択する。
ＮＡＳは、サービスを探索するための、ＰＬＭＮのリストを作成しうる。この探索リスト
は、端末に提供された好適なリストからのＰＬＭＮと、恐らくは、端末によって保持され
る利用可能リストからのＰＬＭＮとを含みうる。探索リスト内のＰＬＭＮは、異なる優先
度が割り当てられうる。端末は、端末が最も直近に登録したＰＬＭＮである登録済ＰＬＭ
Ｎを追跡しうる。登録済ＰＬＭＮが、最も高い優先度が与えられ、ホームＰＬＭＮが、次
に高い優先度が与えられ、好適なＰＬＭＮが、（例えば、サービスプロバイダによって）
別の優先度が与えられ、利用可能なＰＬＭＮも、（例えば、ＮＡＳによって）別の優先度
が与えられる。ＮＡＳは、探索リスト内のＰＬＭＮのうちの１つからサービスを得ること
を試みうる。ＮＡＳはまた、探索リスト内のＰＬＭＮが発見されない場合には、任意のＰ
ＬＭＮから、（例えば、緊急呼出のためのような）限定されたサービスを得ることを試み
る。
【００２５】
　図３は、無線ネットワークからサービスを得るためにＮＡＳによって実行される処理３
００の実施形態を示す。先ず、端末に電源が投入されるか、あるいはサービスが失われた
場合に、処理３００が実行されうる。処理３００では、探索リスト内のＰＬＭＮが、一度
に１つ考慮される。これは、最も高い優先度のＰＬＭＮで始まり、適切なＰＬＭＮにおい
てサービスが発見されるまでなされる。
【００２６】
　先ず、ＮＡＳは、探索されていない探索リストにおいて最も高い優先度のＰＬＭＮを識
別する。これは、ＰＬＭＮｘと呼ばれる（ブロック３１２）。探索リスト内の全てのＰＬ
ＭＮが探索されると、ＮＡＳは、ＰＬＭＮｘが、任意のＰＬＭＮでありうること示す。そ
して、ＮＡＳは、ＰＬＭＮｘに対するサービス要求を、Ｗ－ＣＤＭＡのＲＲＣへ送る（ブ
ロック３１４）。ＲＲＣは、ＰＬＭＮｘ内のＷ－ＣＤＭＡセルの獲得を試みる。そして、
Ｗ－ＣＤＭＡセルが発見されたか否かを示すサービス確認応答をＮＡＳへ送る（ブロック
３２０）。ＮＡＳは、ＲＲＣからこのサービス確認応答を受信し、ＲＲＣによって、Ｗ－
ＣＤＭＡセルにおいてサービスが発見されたかを判定する（ブロック３２２）。答えが「
Ｙｅｓ」である場合、ＮＡＳは、Ｗ－ＣＤＭＡセルに登録する（ブロック３４０）。
【００２７】
　ＲＲＣによってサービスがＷ－ＣＤＭＡセルで発見されなかった場合、ＮＡＳは、ＰＬ
ＭＮに対するサービス要求を、ＧＳＭのＲＲへ送る（ブロック３２４）。ＲＲは、ＰＬＭ
Ｎｘ内のＧＳＭセルの獲得を試みる。そして、ＧＳＭセルが発見されたか否かを示すサー



(10) JP 4806023 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

ビス確認応答をＮＡＳへ送る（ブロック３３０）。ＮＡＳは、ＲＲからのサービス確認応
答を受信する。そして、ＲＲによって、ＧＳＭセルにおいてサービスが発見されたかを判
定する（ブロック３３２）。答えが「Ｙｅｓ」である場合、ＮＡＳは、ＧＳＭセルに登録
する（ブロック３４０）。そうではなく、ＲＲによって、ＧＳＭセルにおいてサービスが
発見されなかった場合には、ＮＡＳは、ＰＬＭＮｘが何れかのＰＬＭＮのものであるかを
判定する（ブロック３３４）。答えが「Ｎｏ」である場合、ＮＡＳは、探索リストにおい
て未だ探索されていない次に優先度の高いＰＬＭＮを識別する。これはＰＬＭＮｘと呼ば
れる（ブロック３３６）。探索リスト内の全てのＰＬＭＮが探索されると、ＮＡＳは、Ｐ
ＬＭＮｘは任意のＰＬＭＮでありうることを示す（ブロック３３６）。そして、この処理
はブロック３１４に戻り、ＮＡＳが、新たなＰＬＭＮｘに対するサービス要求を送る。
【００２８】
　ブロック３３４では、ＰＬＭＮｘが、何れかのＰＬＭＮに対するものであり、Ｗ－ＣＤ
ＭＡセルまたはＧＳＭセルでもサービスが発見されず、すなわち、全てのＰＬＭＮが探索
されたものの無線ネットワークが発見されないことが示されるのであれば、ＮＡＳは、深
いスリープ状態に入る（ブロック３５０）。ＮＡＳは、この深いスリープ状態から定期的
にウェイクアップし、システム探索を実行しうる。
【００２９】
　図３は、Ｗ－ＣＤＭＡがＧＳＭよりも高い優先度が与えられていると仮定している。し
たがって、ＮＡＳは先ず、ＰＬＭＮに対するサービス要求をＲＲＣへ送り、Ｗ－ＣＤＭＡ
セルにおいてサービスが発見されない場合には、このサービス要求をＲＲへ送る。ＧＳＭ
がＷ－ＣＤＭＡよりも高い優先度が与えられているのであれば、ＮＡＳは、まず（ＲＲＣ
ではなく）ＲＲにサービス要求を送り、ＧＳＭセルにおいてサービスが発見されないので
あれば、ＲＲＣにサービス要求を送る。
【００３０】
　ＲＲＣは、ＮＡＳからのサービス要求を処理し、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークに対する探
索を行うために、多くの機能を実行する。実施形態では、ＲＲＣは以下の機能を行なう。
　
・前のシステム探索において発見されたＷ－ＣＤＭＡネットワークのリストの保持。　
・発見されたＷ－ＣＤＭＡネットワークのチャネル番号の保持および関連付け。　
・興味のある各Ｗ－ＣＤＭＡ帯域についてどの周波数をスキャンするかの決定。　
・Ｗ－ＣＤＭＡに対する周波数スキャンをいつ行うかの決定。
【００３１】
　ＲＲＣは、Ｗ－ＣＤＭＡネットワークを獲得するために用いられる様々なタイプの情報
を含む獲得データベースを保持しうる。例えば、獲得データベースは、前のシステム探索
で発見されたＷ－ＣＤＭＡネットワークのリストを含みうる。獲得データベースは、この
リスト内に、それぞれのＷ－ＣＤＭＡネットワークについての１または複数のチャネル番
号を格納しうる。それぞれのチャネル番号は、特定のＷ－ＣＤＭＡ　ＲＦチャネル用であ
り、具体的なＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数を示す。リスト内のＷ－ＣＤＭＡネットワーク
はそれぞれ、Ｗ－ＣＤＭＡ有効範囲を備えたＰＬＭＮに相当する。チャネル番号とＰＬＭ
Ｎとのユニークな組み合わせの各々は、個別のエントリとして、獲得データベース内に格
納されうる。獲得データベース内のエントリは、年代順に格納され、先ず、最も直近に使
用されたチャネル番号とＰＬＭＮとの組み合わせが格納される。
【００３２】
　ＲＲＣはまた、周波数スキャンをいつ実行するか、（ＮＡＳによって提供される）どの
Ｗ－ＣＤＭＡ帯域をスキャンするか、興味のある各Ｗ－ＣＤＭＡ帯域についてどの周波数
をスキャンするかを決定する。Ｗ－ＣＤＭＡネットワークからサービスを得ることは好ま
しい。それでもやはり、Ｗ－ＣＤＭＡまたはＧＳＭの何れか一方のネットワークから、で
きるだけ迅速にサービスを得ることが望ましい。Ｗ－ＣＤＭＡの周波数スキャンは、長時
間を要しうる。したがって、端末は先ず、Ｗ－ＣＤＭＡの周波数スキャンを実行する前に
、ＧＳＭネットワークからサービスを取得することを試みる。ＧＳＭネットワークからサ



(11) JP 4806023 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

ービスを探索するためにＧＳＭ探索が実行されうる。このＧＳＭ探索は、Ｗ－ＣＤＭＡ周
波数スキャンよりも短時間で実行されうる。更に、ＧＳＭ探索から得られた情報は、Ｗ－
ＣＤＭＡネットワークが発見されそうもない周波数がスキャンされないように、Ｗ－ＣＤ
ＭＡ周波数スキャンの周波数を限定するために使用される。
【００３３】
　図４Ａおよび図４Ｂは、ＮＡＳからのサービス要求に対してＲＲＣによって行なわれる
処理３２０ａの実施形態を示す。処理３２０ａは、図３におけるブロック３２０の実施形
態である。先ず、ＲＲＣは、ＰＬＭＮｘに対するサービス要求をＮＡＳから受け取る（ブ
ロック４１２）。
【００３４】
　そして、ＲＲＣは、ＰＬＭＮｘ内のＷ－ＣＤＭＡセルの獲得を試みる（ブロック４２０
）。ブロック４２０では、ＲＲＣが、獲得データベースをスキャンして、ＰＬＭＮｘのエ
ントリ、および、恐らくは、ＰＬＭＮｘと等価であると考えられるＰＬＭＮのエントリを
探索する（ブロック４２２）。獲得データベースは、ＰＬＭＮｘについて以前検出された
Ｗ－ＣＤＭＡキャリア周波数のそれぞれについてのエントリを含む。端末が新たに、最初
に電源投入された場合、あるいは、１または複数の新たなＰＬＭＮで端末が丁度アップグ
レードされた場合には、獲得データベースは、ＰＬＭＮｘに対する何れのエントリも持っ
ていないかもしれない。そして、ＰＬＭＮｘに対するエントリが、獲得データベース内で
発見されたかが判定される（ブロック４２４）。答えが「Ｎｏ」である場合、ＲＲＣは、
周波数スキャンを実行する（図４Ｂにおけるブロック４７０）。あるいは、ＲＲＣは、こ
の時点で周波数スキャンをスキップするかもしれないし、どのＷ－ＣＤＭＡセルも発見さ
れなかったことを示すサービス確認応答を送るかもしれない（図４Ｂに図示せず）。そし
て、ＮＡＳは、次の優先度の低いＰＬＭＮを考慮することができる。
【００３５】
　少なくとも１つのエントリがＰＬＭＮｘに対して発見され、ブロック４２４に対する答
えが「Ｙｅｓ」であれば、ＲＲＣは、各エントリに対するチャネル番号を判定し、レイヤ
１に対して、チャネル番号それぞれについて、Ｗ－ＣＤＭＡセルに関する獲得を試みるよ
うに命令する（ブロック４２６）。ＲＲＣは、最も直近に獲得されたチャネル番号から始
まって、一度に１つのチャネル番号について獲得を試みる。Ｗ－ＣＤＭＡに対する獲得は
、（１）Ｗ－ＣＤＭＡセルによって送信された共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）を
探索するためにスクランブルコード空間全体を探索することと、（２）Ｗ－ＣＤＭＡセル
のためのオーバヘッド情報を得るために、主要共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）を
復号することとを要しうる。
【００３６】
　ブロック４２６において、獲得の試みを終えた後に、ＰＬＭＮｘにおいて、Ｗ－ＣＤＭ
Ａセルについてサービスが発見されたかが判定される（ブロック４３２）。答えが「Ｙｅ
ｓ」である場合、ＲＲＣは、Ｗ－ＣＤＭＡセルが発見されたとのサービス確認応答をＮＡ
Ｓへ送る（図４Ｂにおけるブロック４７４）。一方、Ｗ－ＣＤＭＡセルにおいてサービス
が発見されない場合、ＰＬＭＮｘが、何れかのＰＬＭＮに対するものであるかが判定され
る（ブロック４３４）。答えが「Ｙｅｓ」であり、探索リスト内の全てのＰＬＭＮが探索
され、どのＷ－ＣＤＭＡセルも発見されなかったことが意味された場合、ＲＲＣは、周波
数スキャンを実行する（ブロック４７０）。
【００３７】
　実施形態では、過去において、ＰＬＭＮｘ内のＷ－ＣＤＭＡネットワークからサービス
が取得され（これは、ブロック４２４に対する「Ｙｅｓ」によって示される）、現在のシ
ステム探索において、ＰＬＭＮｘ内のＷ－ＣＤＭＡネットワークにおいてサービスが発見
されない（これは、ブロック４３２に対する「Ｎｏ」によって示される）のであれば、Ｗ
－ＣＤＭＡ周波数スキャンを実行する前に、ＲＲＣは、ＧＳＭ探索を開始する（図４Ｂに
おけるブロック４４０）。別の実施形態では、獲得データベース内の全てのエントリに対
して獲得が試みられ、どのＷ－ＣＤＭＡセルについてもサービスが発見されない場合には
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、ＲＲＣがＧＳＭ探索を開始する。ＧＳＭ探索はまた、その他の判定基準に基づいてもト
リガされうる。ＧＳＭ探索は、（図４Ｂに示すように）ＰＬＭＮｘについて、および／ま
たはその他の幾つかのＰＬＭＮについて実行されうる。
【００３８】
　実施形態では、ＧＳＭ探索は、ＧＳＭ１９００およびＧＳＭ１８００にそれぞれ対応す
るＷ－ＣＤＭＡ帯域ＩＩおよびＷ－ＣＤＭＡ帯域ＩＩＩのような混み合った周波数帯域に
ついて実行される。Ｗ－ＣＤＭＡ周波数スキャンは、混み合った周波数帯域については長
い時間を要しうる。なぜなら、他のネットワークからの信号は、Ｗ－ＣＤＭＡセルに対す
るコード空間探索を引き起こす高受信電力測定値になるからである。ＧＳＭ探索は、混み
合った周波数帯域に対するＷ－ＣＤＭＡ周波数スキャンよりも、短時間で実行されうる。
更に、Ｗ－ＣＤＭＡ有効範囲が過去に検出されたＰＬＭＮについては、この同じＰＬＭＮ
において、ＧＳＭ有効範囲を見つける可能性が高いかもしれない。したがって、混み合っ
た周波数帯域については、Ｗ－ＣＤＭＡ周波数スキャンを実行する前にＧＳＭ探索を実行
することによって、（例えば、サービスを得るための時間が早くなるなど）改善されたパ
フォーマンスが達成される。
【００３９】
　ブロック４４０内では、ＧＳＭ探索を行なうべきかの判定がなされる（ブロック４４２
）。ＰＬＭＮｘは、ＮＡＳによってＲＲＣへ提供される１または複数のＷ－ＣＤＭＡ帯域
上で動作する１または複数のＷ－ＣＤＭＡネットワークを含みうる。ブロック４４２は、
ＰＬＭＮｘに対するＷ－ＣＤＭＡ帯域のうちの何れかが、混み合った周波数帯域であるか
を判定する。ブロック４４２に対する答えが「Ｎｏ」である場合、ＲＲＣは周波数スキャ
ンを実行する（ブロック４７０）。あるいは、ＧＳＭ探索が実行されるべきであれば、Ｒ
ＲＣは、ＰＬＭＮｘに対するＷ－ＣＤＭＡ帯域のそれぞれにＧＳＭ帯域が対応していると
判定する。例えば、ＰＬＭＮｘが、Ｗ－ＣＤＭＡ帯域ＩＩおよびＷ－ＣＤＭＡ帯域ＩＩＩ
に関連しているのであれば、ＲＲＣは、対応するＧＳＭ１９００およびＧＳＭ１８００を
提供する。そして、ＲＲＣは、ＰＬＭＮｘに対する対応するＧＳＭ帯域に対する探索要求
をＲＲへ送る（ブロック４４４）。ＲＲは、ＰＬＭＮｘ内のＧＳＭセルを求めて、対応す
るＧＳＭ帯域を探索する（ブロック４４６）。ＧＳＭ探索は、ＧＳＭ帯域それぞれにおけ
る各ＲＦチャネルの受信電力と、十分に強い受信電力を持つ各ＲＦチャネルの受信電力と
を測定することと、（２）周波数補正チャネル（ＦＣＣＨ）上のトーンを検出することと
、（３）ＧＳＭセルためのトランシーバ局識別コード（ＢＳＩＣ）を得るために同期チャ
ネル（ＳＣＨ）を復号することとを要する。ＧＳＭ探索を完了すると、ＲＲは、探索結果
をＲＲＣへ送る（ブロック４４８）。この検索結果は、ＢＳＩＣが検出されたＲＦチャネ
ルのリストを含む。ＲＲＣは、ＲＲからこの探索結果を受け取り、以下に記載するように
、Ｗ－ＣＤＭＡ帯域それぞれに対するスキャンを行うために周波数を更新する（ブロック
４５０）。
【００４０】
　その後、ＰＬＭＮｘ内のＧＳＭセルにおいてサービスが発見されたかが判定される（ブ
ロック４５２）。答えが「Ｙｅｓ」である場合、ＧＳＭセルからサービスがより迅速に得
られるので、ＲＲＣは、Ｗ－ＣＤＭＡに対する周波数スキャンを回避する。そして、ＲＲ
Ｃは、ＰＬＭＮｘについてどのＷ－ＣＤＭＡセルも発見されなかったことを示すサービス
確認応答をＮＡＳへ送る（ブロック４７６）。ＮＡＳは次に、図３のブロック３２４にお
いて、ＧＳＭ探索中に、ＲＲによって発見されたＧＳＭセルからサービスを獲得すること
を試みるであろう。
【００４１】
　ＧＳＭ探索によって、ＧＳＭセルにおいてサービスが発見されず、ブロック４５２にお
ける答えが「Ｎｏ」であれば、ＲＲＣは、ＰＬＭＮｘにおいてＷ－ＣＤＭＡセルを獲得す
るために１または複数の試みを行う（ブロック４６０）。ブロック４４６におけるＧＳＭ
探索は、かなりの時間を費すので、端末は、この間に、Ｗ－ＣＤＭＡ有効範囲内に移動す
るかもしれない。ブロック４６０における獲得の試みは、幾つかの動作シナリオでは、よ



(13) JP 4806023 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

り迅速なサービスになりうる。ブロック４６０は、図４Ａのブロック４２０内のブロック
４２２、４２４および４２６を含みうる。ブロック４６０における獲得の試みを終えた後
、ＰＬＭＮｘ内のＷ－ＣＤＭＡセルにおいてサービスが発見されたかが判定される（ブロ
ック４６２）。答えが「Ｙｅｓ」である場合、ＲＲＣは、Ｗ－ＣＤＭＡセルが発見された
とのサービス確認応答をＮＡＳへ送る（ブロック４７４）。一方、Ｗ－ＣＤＭＡセルにお
いて何れのサービスも発見されなかった場合には、ＲＲＣは、周波数スキャンを実行する
（ブロック４７０）。
【００４２】
　ブロック４７０では、後述するように、Ｗ－ＣＤＭＡセルを探索するために、興味のあ
るＷ－ＣＤＭＡ帯域のそれぞれに関する周波数のサブセットにわたって周波数スキャンが
実行される。Ｗ－ＣＤＭＡ帯域全体ではなく、周波数のサブセットをスキャンすることは
、周波数スキャンに要する時間を実質的に低減する。周波数スキャンの完了後、Ｗ－ＣＤ
ＭＡセルにおいてサービスが発見されたかの判定がなされる（ブロック４７２）。答えが
「Ｙｅｓ」である場合、ＲＲＣは、Ｗ－ＣＤＭＡセルが発見されたとのサービス確認応答
をＮＡＳへ送る（ブロック４７４）。そうでない場合、ＲＲＣは、Ｗ－ＣＤＭＡセルが発
見されなかったとのサービス確認応答をＮＡＳへ送る（ブロック４７６）。
【００４３】
　図５は、Ｗ－ＣＤＭＡに対する典型的な２ステージ周波数スキャン５００を示す。これ
は、図４Ｂにおけるブロック４７０のために行われる。第１ステージでは、粗周波数スキ
ャンが、例えば、テーブル１で与えられたＷ－ＣＤＭＡ帯域のうちの何れか１つである興
味のあるＷ－ＣＤＭＡ帯域にわたって実行される。受信電力測定値は、ΔｆＣ毎に離れて
位置する異なる周波数について取得される。例えば、ΔｆＣは、２ＭＨｚに等しく、Ｗ－
ＣＤＭＡ帯域ＩＩの粗周波数スキャンは、ｆｋ＝１９３０＋２ｋ（ｋ＝０，・・・，３０
）において、３１の粗周波数について３１の受信電力測定値を提供する。受信電力測定値
は、降順でソートされうる。そして、ソートされた粗周波数は、最も強い受信電力を持つ
粗周波数から始まって、終了条件に遭遇するまで（例えば、適切なＷ－ＣＤＭＡセルが発
見されるまで）、一度に１つずつ評価される。
【００４４】
　第２ステージでは、評価されている粗周波数のそれぞれについて、精細周波数スキャン
が実行される。精細周波数スキャンは、粗周波数ｆｋについて、ｆＦＬ＝ｆｋ－ΔｆＣ／
２からｆＦＵ＝ｆｋ＋ΔｆＣ／２の周波数範囲にわたって実行される。受信電力測定値は
、ΔｆＦ毎に離れて位置する異なる精細周波数について得られる。例えば、ΔｆＦは、２
００ｋＨｚに等しく、粗周波数ｆｋに対する精細周波数スキャンは、ｆｋ，ｉ＝ｆｋ－Δ
ｆＦ／２＋ｉ／５（ｋ＝０，・・・，１０）において、１１の精細周波数について１１の
受信電力測定値を提供する。ΔｆＦは、Ｗ－ＣＤＭＡのための可能なキャリア周波数間の
間隔であるＷ－ＣＤＭＡチャネルラスタである。したがって、精細周波数は、可能なＷ－
ＣＤＭＡキャリア周波数に対応する。精細周波数の受信電力測定値は、降順でソートされ
うる。Ｗ－ＣＤＭＡ獲得は、最も強い受信電力を有する精細周波数で始まって、終了条件
に遭遇する（例えば、適切なＷ－ＣＤＭＡセルが発見される）まで、一度に１つの精細周
波数ごとに、ソートされた精細周波数上で試みられる。
【００４５】
　図５に示すように、Ｗ－ＣＤＭＡ獲得を試みる多くのキャリア周波数が存在する。一例
として、Ｗ－ＣＤＭＡ帯域ＩＩは３０１のキャリア周波数をカバーし、Ｗ－ＣＤＭＡ獲得
は、このＷ－ＣＤＭＡ帯域について２００～３００のキャリア周波数について試みられる
。従って、Ｗ－ＣＤＭＡの周波数スキャンは、完了するまで長時間（例えば、２～３分）
を要しうる。
【００４６】
　実施形態では、周波数スキャンを促進するために、ＲＲＣは、ＧＳＭの情報を用いて、
Ｗ－ＣＤＭＡに対する周波数スキャンを実行する。ＲＲＣは、ＲＲによって発見されたＧ
ＳＭ　ＲＦチャネルのリストを取得し、このリストを用いて、Ｗ－ＣＤＭＡキャリア周波
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数を削除する。実施形態では、ＲＲＣは、ＲＲによって発見された各ＲＦチャネルに対応
するＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数を削除する。図５に示す例の場合、第２、第８、および
第１０の精細周波数（“×”によってマークされた）が、ＲＲによって発見されたＲＦチ
ャネルに相当する。そして、ＲＲＣは、これら省かれたＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数に関
する獲得をスキップしうる。
【００４７】
　別の実施形態では、ＲＲＣは、ＲＲによって発見されたそれぞれのＲＦを中心とするＬ
個のＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数を削除する。３．８４ＭＨｚの帯域幅を持つＷ－ＣＤＭ
Ａチャネルは、１９のＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数をカバーする。ＲＲＣは、ＲＲによっ
て発見された各ＲＦチャネルの２つの側におけるおのおのにおいて、９つのＷ－ＣＤＭＡ
キャリア周波数を削除する。別の実施形態では、前に獲得されたＷ－ＣＤＭＡキャリア周
波数の周囲のＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数が削除される。
【００４８】
　実施形態では、レイヤ１は、興味のあるＷ－ＣＤＭＡキャリア周波数のおのおのについ
て一度、獲得を試みる。獲得の試みはそれぞれ、Ｗ－ＣＤＭＡセルを探索するために、ス
クランブリングコード空間全体にわたった探索を要しうる。レイヤ１は、Ｗ－ＣＤＭＡセ
ルを獲得する可能性を高めるために、獲得を複数回試みうる。しかしながら、獲得の試み
数を増加させることは、周波数スキャンを実行するために必要な時間を延長しうる。１つ
の獲得の試みは、周波数スキャン時間を短縮しながら、良好な獲得パフォーマンスを提供
することができる。
【００４９】
　図６は、サービスを得るために端末によって実行される処理６００の実施形態を示す。
先ず、端末は、第１の通信システム（例えば、Ｗ－ＣＤＭＡシステム）から、サービスを
探索する（ブロック６１２）。端末は、この第１の通信システムにおける１または複数の
ネットワークのリストを生成する。これらネットワークは、端末が過去にサービスを受け
たネットワークである。端末は、第１の通信システムからのサービスを探索するために、
リスト内のネットワークのそれぞれについて獲得を行う。
【００５０】
　ブロック６１４において、第１のシステムにおいてサービスが発見されたと判定される
と、端末は、第１のシステムからサービスを取得する（ブロック６２４）。一方、第１の
システムにおいてサービスが発見されない場合、端末は、第２の通信システム（例えば、
ＧＳＭシステム）に対する探索を実行する（ブロック６１６）。例えば、第１のシステム
が、ＰＣＳ帯域のような混み合った周波数帯域でありうる指定された周波数帯域で動作し
ているのであれば、端末は、様々な判定基準に基づいて、第２のシステムに対する探索を
調整する。端末は、第１のシステムに対する１または複数の周波数帯域（例えば帯域ＩＩ
）に対応する１または複数の周波数帯域（例えば、ＧＳＭ１９００）に対する第２のシス
テムの探索を実行する。
【００５１】
　ブロック６１８において、第２のシステムにおいてサービスが発見されたと判定される
と、端末は、第２のシステムからサービスを取得する（ブロック６２４）。そうでない場
合には、端末は、第２のシステムの探索結果を用いて、第１のシステムの周波数スキャン
を実行する（ブロック６２０）。端末は、第２のシステムについて検出されたＲＦチャネ
ルのリストを取得し、第１のシステムに対する周波数スキャンからＲＦチャネルを省きう
る。端末はまた、ＲＦチャネルのリストに基づいて、周波数スキャンが必要とされない１
または複数の周波数領域を判定し、第１のシステムに対する周波数スキャンからこの周波
数領域を省きうる。ブロック６２２において、第１のシステムにおいてサービスが発見さ
れないと判定されると、端末は、第１のシステムからサービスを得る（ブロック６２４）
。そうでない場合には、端末はスリープ状態に入り、後で再びシステム探索を実行しうる
。
【００５２】
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　図７は、端末１５０の実施形態のブロック図を示す。ダウンリンクにおいては、アンテ
ナ７１２が、ＧＳＭ基地局および／またはＷ－ＣＤＭＡ基地局から、変調信号を受信し、
受信した信号を、受信機（ＲＣＶＲ）７１４に提供する。受信機７１４は、この受信した
信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、および周波数ダウンコンバート）し、調整された
信号をデジタル化し、データサンプルを提供する。復調器（ＤＥＭＯＤ）７１６は、この
データサンプルを処理（例えば、逆スクランブル、逆チャネル化、および復調）して、シ
ンボル推定値を提供する。これらは、基地局によって端末１５０へ送られたデータシンボ
ルの推定値である。そして、復号器７１８が、シンボル推定値を処理（例えば、逆インタ
リーブおよび復号）して、端末１５０のための復号データを提供する。復調器７１６およ
び復号器７１８による処理は、一般に、異なるラジオアクセス技術について異なる。例え
ば、復調器７１６は、ＧＳＭのための等化およびマッチトフィルタリングを行う。復調器
７１６は、Ｗ－ＣＤＭＡについて、スクランブリングシーケンスを用いた逆スクランブル
、直交可変拡散ファクタ（ＯＶＳＦ）コードを用いた逆拡散、データ復調等を実行しうる
。
【００５３】
　アップリンクの場合、端末１５０によって送られるシグナリングおよびトラフィックデ
ータが符合化器７３２によって処理（例えば、符合化されインタリーブされ）、適用可能
なラジオアクセス技術（例えばＧＳＭまたはＷ－ＣＤＭＡ）に従って、変調器（ＭＯＤ）
７３４によって更に処理（例えば、変調、チャネル化、およびスクランブル）される。送
信機（ＴＭＴＲ）７３６は、変調器７３４からのデータチップを調整（例えば、アナログ
変換、増幅、フィルタ、および周波数アップコンバート）し、アップリンク信号を生成す
る。この信号は、アンテナ７１２を経由して１または複数の基地局へ送られる。
【００５４】
　コントローラ／プロセッサ７２０は、端末１５０における動作を制御する。メモリ７２
２は、端末１５０のためのデータおよびプログラムコードを格納する。
【００５５】
　システム探索のために、コントローラ／プロセッサ７２０は、図３における処理３００
、図４Ａおよび図４Ｂにおける処理３２０ａ、図６における処理６００、および／または
その他幾つかの処理を実施しうる。コントローラ／プロセッサ７２０はＮＡＳを実現し、
システム探索をいつ実行するか、どのＰＬＭＮについてサービスを探索するか等を判定し
うる。コントローラ／プロセッサ７２０は更にＲＲＣを実現し、いつＧＳＭ探索を開始す
るか、いつ周波数スキャンを実行するか、どの周波数をスキャンするかを決定しうる。コ
ントローラ／プロセッサ７２０は更にＲＲを実現し、ＲＲＣおよびＲＲによって指示され
た場合にはいつでもＧＳＭ探索を実行しうる。復調器７１６は、Ｗ－ＣＤＭＡとＧＳＭと
の両方に対するレイヤ１を実現し、ＲＲＣによって指示された場合にはいつでもＷ－ＣＤ
ＭＡに対する獲得を実行し、Ｗ－ＣＤＭＡ獲得結果を提供し、ＲＲによって指示された場
合にはいつでもＧＳＭ探索を実行し、ＧＳＭ探索結果を提供する。
【００５６】
　明確化のために、このシステム探索技術は、Ｗ－ＣＤＭＡおよびＧＳＭに対して具体的
に記載されている。これらの技術はまた、例えばｃｄｍａ２０００システム、無線ローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システム等のようなその他のシステムのためにも使用
することができる。これら技術はまた、例えばＷ－ＣＤＭＡシステム、ＧＳＭシステム、
およびｃｄｍａ２０００システムのような複数のシステムのために使用することができる
。
【００５７】
　本明細書に記載したシステム検索技術は、様々な手段によって実現されうる。例えば、
これらの技術は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、あるいはそれらの組み
合せによって実現されうる。ハードウェアによる実現の場合、システム探索を実施するた
めに使用される処理ユニットは、１または複数の特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、デジタ
ルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラム
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セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、本
明細書で記載の機能を実現するために設計されたその他の電子ユニット、またはこれらの
組み合わせによって実現されうる。
【００５８】
　ファームウェアおよび／またはソフトウェアによる実現の場合、本技術は、本明細書に
記載の機能を実現するモジュール（例えば、手順、機能等）を用いて実現されうる。ソフ
トウェアコードがメモリ（例えば、図７のメモリ７２２）に格納され、プロセッサ（例え
ば、プロセッサ７２０）によって実行されうる。メモリは、プロセッサ内に、あるいはプ
ロセッサ外部に実装されうる。
【００５９】
　開示された実施形態の前記記載は、当業者が、本発明を活用または利用できるように提
供される。これらの実施形態への様々な変形が、当業者に容易に明らかになり、本明細書
で定義した一般原理は、本発明の精神または範囲から逸脱することなく、他の実施形態に
適用されうる。したがって、本発明は、本明細書に示す実施形態に限定されることは意図
されておらず、本明細書で開示された原理および斬新な特徴と一致する最も広いスコープ
が与えられるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】図１は、ＧＳＭネットワークおよびＷ－ＣＤＭＡネットワークを示す。
【図２】図２は、Ｗ－ＣＤＭＡおよびＧＳＭのための様々なレイヤを示す。
【図３】図３は、無線ネットワークからサービスを得るために非アクセス層（ＮＡＳ：No
n Access Stratum）によって実行される処理を示す。
【図４Ａ】図４Ａは、ＮＡＳからのサービス要求を求めてラジオリソース制御（ＲＲＣ）
によって実行される処理を示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、ＮＡＳからのサービス要求を求めてラジオリソース制御（ＲＲＣ）
によって実行される処理を示す。
【図５】図５は、Ｗ－ＣＤＭＡに対する２ステージ周波数スキャンを示す。
【図６】図６は、サービスを得るために端末によって実行される処理を示す。
【図７】図７は、端末のブロック図を示す。
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